
経
営
の
散
歩
道

川
中
経
営
醐
究
綱
川
中
清
司

▼
五
年
あ
と
に
英
国
か
ら
中
国
に
返

還
さ
れ
れ
ば
、
香
港
は
ど
う
を
る
の

か
ー
そ
の
不
安
は
か
く
せ
を
い
。

毎
年
五
、
六
万
人
が
流
出
し
て
お

り
、
頭
脳
涜
出
も
多
い
。

だ
が
、
今
の
香
港
政
府
で
は
そ
れ

を
防
ぐ
手
だ
て
が
を
い
。
む
し
ろ
カ

ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
ど
は
門
戸
を

開
き
受
入
れ
態
勢
が
良
い
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
半
分
近
く

の
人
々
は
ま
た
香
港
に
戻
っ
て
来
て

い
る
し
、
底
辺
で
働
く
庶
民
層
は
、

心
配
し
を
が
ら
も
香
港
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

▼
返
還
の
あ
と
も
五
十
年
間
は
　
〃
低

税
率
・
為
替
管
理
を
し
〃
　
と
い
う
今

の
制
度
は
変
わ
ら
を
い
。
「
香
港
基

本
法
」
が
、
中
国
の
全
国
人
民
代
表

大
会
で
九
〇
年
四
月
に
採
択
さ
れ
て
、

香
港
の
今
の
資
本
主
義
経
済
制
度
は

そ
の
ま
ま
の
　
〃
香
港
自
治
政
府
〃
　
と

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
天
安
門
事
件
を
ど
の
経

験
か
ら
、
再
び
あ
の
よ
う
を
急
変
の

事
態
が
起
こ
り
は
し
を
い
か
と
い
う

不
安
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

け
て
の
中
国
本
土
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

リ
テ
ィ
を
ね
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
返

還
後
の
中
国
進
出
の
足
が
か
り
を
つ

か
む
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
直
接
に
は
、
い
ま
投
資
し

て
も
三
、
四
年
で
回
収
で
き
る
と
い

う
見
込
み
と
、
中
国
返
還
ま
で
に
は

十
分
か
せ
げ
る
と
い
う
心
算
が
あ
る

か
ら
と
み
ら
れ
る
。

▼
香
港
で
は
不
動
産
が
投
機
の
対
象

第
四
十
三
回

香
港
事
情
佃

－
日
系
百
貨
店
の
活
躍

▼
と
こ
ろ
が
今
、
香
港
へ
の
資
本
流

入
が
続
い
て
い
る
。

八
九
年
の
香
港
の
製
造
業
へ
の
外

国
か
ら
の
投
資
は
三
八
億
米
ド
ル

（
約
五
千
億
円
）
で
、
そ
の
う
ち
ア
メ

リ
カ
が
三
一
％
、
日
本
が
二
九
％
を

占
め
て
お
り
、
中
国
の
対
香
港
・
累

積
投
資
額
は
七
八
〇
億
香
港
ド
ル
　
（
約

一
兆
四
千
億
円
）
　
に
達
し
て
い
る
。

▼
今
を
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
香
港
へ
の

投
資
が
続
く
の
か
。

ま
ず
大
き
を
目
的
は
、
将
来
に
向

だ
。
ビ
ル
建
設
の
途
中
で
そ
の
オ
ー

ナ
ー
が
変
わ
る
こ
と
も
ザ
ラ
だ
。

い
ま
の
香
港
成
金
の
ほ
と
ん
ど
は

不
動
産
と
海
運
業
で
の
し
上
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。

▼
香
港
の
九
〇
年
の
小
売
業
総
売
上

額
は
一
一
五
四
億
香
港
ド
ル
　
（
約
二

兆
円
）
　
で
、
名
目
七
二
二
％
増
だ
。

そ
の
う
ち
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
を

ど
大
型
店
の
売
上
は
五
八
二
〇
億
円

で
、
ほ
ぼ
三
割
を
占
め
て
い
る
。

日
系
の
流
通
業
の
進
出
は
、
大
丸

が
一
九
六
〇
年
十
一
月
で
一
番
早
く
、

バ
ス
の
行
先
地
名
表
示
に
を
る
ほ
ど

地
元
に
を
じ
ん
で
い
る
。

伊
勢
丹
・
松
阪
屋
・
三
越
・
東
急
・

八
百
半
・
そ
ご
う
・
ユ
ニ
ー
・
ジ
ャ

ス
コ
の
順
に
出
店
し
、
九
〇
年
に
は

西
友
と
西
武
が
で
た
。

こ
れ
ら
日
系
大
型
店
の
売
上
シ
ェ

ア
ー
は
、
百
貨
店
総
売
上
の
四
八
％

を
占
め
、
東
急
系
の
ド
ラ
ゴ
ン
シ
ー

ト
や
西
友
系
の
永
安
を
加
え
れ
ば
、

約
六
〇
％
に
達
す
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。
▼
松
阪
屋
は
庶
民
的
イ
メ
ー
ジ
を
ね

ら
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
バ
ー
バ

ノ
ー
・
ニ
ナ
リ
ッ
チ
・
バ
レ
ン
チ
ノ
・

三
愛
・
鈴
屋
を
ど
。
イ
ン
テ
リ
ア
で

は
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
・
ボ
ワ
イ
エ
・

ク
リ
ス
ト
フ
ル
を
ど
を
扱
う
。

大
丸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
館
と
ハ
ウ

ス
ボ
ー
ル
館
に
分
か
れ
、
イ
ン
テ
リ

ア
や
食
器
、
家
電
、
家
具
の
ほ
か
食

品
も
扱
っ
て
い
る
。

そ
ご
う
は
　
〃
崇
光
〃
　
と
書
き
、
地

下
鉄
コ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
ベ
イ
駅
の
地
下

二
階
・
地
上
八
階
の
総
合
デ
パ
ー
ト

だ
。
地
元
の
家
族
連
れ
客
も
多
く
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
を
一
階
に
ま
と
め
て

い
る
。


